










研究目的 

近年・妊娠分娩時の胎児管理も胎児生理学の進歩により胎児心拍モニターが重要視される

ようになってきた。なかでも、分娩前検査としての NST・OCT/CST,分娩時の胎児心拍モニ

ターについては詳細に検討され,胎児の子宮内における状況を把握出来,我国においても広

く用いられてきている。しかし,NICU の付属した大学病院,一部の大病院の医師はこの進歩

に追いつき,これを利用し,従来,救命し得なかった児をも助け得るに至って来たと思われ

る。しかし,開業医においては日常のいそがしさに加えて,東京のような大都市においては

大病院との連絡網がうすい場合もあり時には児を不幸な転帰におちいらせるヒとさえしば

しばあると思われる。そこで分娩監視装置の正しい使い方を拡める目的で電話伝送を利用

し,中枢病院とその関連病院,近郊県開業医,近接開業医との間に分娩時の胎児心拍モニタ

ーの伝送を行なった。 

研究目的 

我々は低酸素血症に対する生理学的なレスポンスと,それに対する内分泌学的応答を見る

ことにより,より早く胎児 distress を発見し,すみやかな治療による周産期死亡率の減少,

心身障害児の出現の低下に反映する事を目的とした。 

この場合,実験方法としてはヒトでは行う事が出来ない為,動物(特に中動物で児がヒト新

生児と同等の大きさを有するもの)を使用することが必要である。そこで初年度は羊の慢性

実験モデルを利用して,胎児は低酸素血症が発現した直後にはカテコールアミン系が上昇

し,長時間低酸素血症が持続する事によるpHの低下が見られた時点でAVPが上昇し,低酸素

血症と内分泌応答の関係について報告した。又次年度は胎動と心拍の一過性頻脈の関係に

ついて脳波の state を合せ検討した。今回は fetaldistress 時に見られるとされている

sinusoidal パターンについてそのメカニズムを知る為動物を利用して人工的に

sinusoida1 パターンを作製してその一端について検討した。 

研究目的 

分娩前胎児監視として NST,OCT/CST の使用は近年重要視されてきたことは周知である。し

かし,従来の生化学法に比べ NST,OCT/CST は時には false positive をみることがあるとさ



れている。そこで今回この対策として出来る範囲内で多くの児情報を得ることがこれに対

する対策と考え次の如く方法で検討した。 


